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2015.12.25  １2月例会用資料 



  

 開催日  2015年10月23日(金)  晴れ 

  出発   小田急線 新百合ヶ丘駅 

        午前 8時40分 

  解散   午後 7時 （永山で懇親会も実施） 

  参加者  23名  



コース 

新百合ヶ丘駅 ⇒ 登戸駅 ⇒ 立川駅 ⇒ 国分寺駅  

⇒日立中央研究所内(源流①)⇒ グリージョ(昼食)⇒  

姿見の池(源流②) ⇒西国分寺駅⇒武蔵国分寺公園  

⇒真姿の池湧水群(源流③) ⇒お鷹の道⇒ 一里塚橋  

⇒前原遺跡 天神橋⇒ 小金井神社⇒ はけの道⇒  

⇒ 都立武蔵野公園⇒ (バス) ⇒調布駅⇒永山駅⇒  

新百合ヶ丘駅  



日立中央研究所内・野川の源流① 

日立中央研究所では、春と秋に庭園公開を行っており、一般の人が武蔵野の面
影を残す庭園を自由に散策できる。今秋は、11月15日(日)。 

庭園には約27,000本の樹木があり、春には桜などの開花、秋は紅葉、黄葉が楽
しめる。 所内には、16か所の湧水があるとの事。                 

 野川の源流 湧水の１つ                 

http://f.hatena.ne.jp/rararapocari/20121122004530


 宮内庁ご用達・・・                  



グリージョ(昼食) 

美味しい料理が盛り沢山 これで1,200円！ 



姿見の池(野川の源流②) 

 姿見の池(源流②) 

 姿見の池の名の由来は鎌倉時代、この池のある恋ヶ窪がこの付近を通って
いた鎌倉街道の宿場町であった頃、遊女たちが自らの姿を映していたという
言い伝えによる。 

画面手前の湿地の下には、古代官道(東山道武蔵路)の遺構が埋まっている。 





武蔵国分寺公園 

 1987年、国鉄が分割民営化される際に、国鉄の債務を返済する目的で閉鎖さ
れた中央鉄道学園の跡地を住宅と公園として整備して2002年4月1日に開園した。 

途中で迷子になった3人を、無事救出。 



真姿の池  湧水群(野川の源流③) 

 国分寺市西元町の国分寺崖線にて形成されている。武蔵台地の代表的な
景観の場所であり名水百選に選定されている。 

 真姿の池 



お鷹の道 

 江戸時代にこの辺りは尾張徳川家のお鷹場（鷹を使って狩りをする場所）
に指定されていた事に由来するらしい。 

 お鷹の道 



一里塚橋 

 東元町の一里塚のところ。ここから上流は、二つに分かれ、一つはJR中央線
を越えて日立中央研究所の中の池へ。それが、本流。そしてもう一つの支流は、
真姿の池 湧水群へ。 

 震災・空襲を生延びたイチョウ 



肉の丸愛 里芋コロッケをゲット 

 一里塚のすぐそばにある肉屋さん。地元名物の美味しい里芋コロッケを堪能。 

大事な資料を置き忘れ、大慌てで取りに帰る。 



前原遺跡 天神橋 

天神橋のたもとに「前原
遺跡」の立て札がある。 



はけの道 

 ムジナ坂 

「はけ」 とは  



都立武蔵野公園 

 野川に沿って残る草原や雑木林を配した、野趣に富んだ公園。東京都の各
公園や街路に植える苗木を育てる苗圃をもち、散歩しながら木々の育成の
様子を観察することができます。 



     ご静聴有難うございました 

  ご参加の皆さん お疲れ様でした 


